
8-3-2登録制度専門委員会

1．登録制度専門委員会の予算

　予算：500,000円
2．主な活動の記録
(1)登録制度専門委員会の開催

　委員会開催回数：6回

○18.4.13

  新しいメンバーが集まり、中期行動計画1-3「適正な登録制度の確立」と1-12「職業法制定の推進」の検討内容を確認した。今後の検討方針を決定

○18.4.27

  1-3「適正な登録制度の確立」について、年内を目標に常任委員会の意見に対する検討内容を確認し、グループ分けを行った。
1-12「職業法制定の推進」については、米国の事例について検討した。
○18.5.24

  1-3「適正な登録制度の確立」について、主に、罰則規定について、不誠実な行為を中心に検討を行った。
1-12「職業法制定の推進」については、自由討議
○18.7.11

  1-3「適正な登録制度の確立」について、①コンサルタントの特性分類

②新しい情報等に対応させる登録制度のあり方

③罰則規定

の3項目について検討し、方向性を見出した。
○18.8.8

  1-3「適正な登録制度の確立」について、企画委員会に報告する検討内容の確認を行った。（一部を除き）
1-12「職業法制定の推進」については、自由討議
○18.9.27

企画委員会での意見を取入れ、検討結果を取りまとめた。その内容について10/12企画部会で報告した。

1-12「職業法制定の推進」については、各委員の課題提出と討議
(2)登録規程の検討報告
常任委員会からの意見を踏まえて、登録規程の改訂主旨を取りまとめた。
3．次年度の活動について

(1)中期行動計画1-3「適正な登録制度の確立」

      今年度提出した報告書で一旦検討を終了する。

(2)中期行動計画1-12「職業法制定の推進」

      建設コンサルタント業務の責任範囲とそれに対応する権限を法的に明確に位置づけ、その業務を行う者の社会的地位を明確にするために、職業法の制定を狙いとする。

      次年度からは、職業法にこだわらず、業法も含めて検討し、第三者を含めた研究会設立、法制化の必要性の明確化、法で規定すべき要件の抽出を行う。
（登録制度専門委員会委員長　川村  栄一郎）














